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次期学習指導要領と研究テーマ

茨城県教育研究会音楽教育研究部長 仁平 良治

【テーマ】 「共に感じ 共に楽しみながら 心むすぶ音楽を求めて」

本年度は県音研としては重点指定年度に当たり，昨年度設定した上記テーマに基づき，

５つのブロックでそれぞれ研究協議会を開催することができました。県教研の業務の効率

化・組織の活性化の視点により原則隔年とされた重点指定ですが，各市町村との連携を図

りながら軌道に乗ってきた感があります。

さて，次期学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざす（「アクテ

ィブ・ラーニング」の視点）からの授業改善が求められています。文科省では『主体的・

対話的・深い学びの視点』を次のように述べています。

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，

見通しを持って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」が実現できているか。

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考える

こと等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

③ 各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせ，問いを

見いだして解決したり，自己の考えを形成し表したり，思いを基に構想，創造した

りすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

これら３つの視点を熟読し，県音研のテーマと照らし合わせてみると「共に」（主体的

・能動的・協働的，対話的）「感じ」（見方・考え方，感性，知覚・感受，思考・判断）「楽

しみ」（興味・関心，見通し，音楽のよさや美しさ，音楽的な諸要素，〔共通事項〕）「心

むすぶ」（音楽を愛好する心情，豊かな情操，友達・集団のよさ，自己有用感）の一語一

語に①～③の視点がしみ込んでいることがよく分かると思います。つまり，テーマを研究

することが次期指導要領が求めている授業改善に直接つながるということです。

今後，平成34年度の関音研茨城大会に向けてテーマを具現化した様々な取り組みが県内

各地で展開されることを期待します。



これからの音楽科教育について

茨城県教育庁学校教育部義務教育課指導主事 川野 康子

県音楽教育研究部におかれましては，数々の事業に大きな成果を上げられ，本県の音楽

教育の充実のための原動力となっていただいておりますことに深く感謝申し上げます。

今年度は各地区においてブロック音楽教育研究協議会が行われました。授業実践された

先生はもちろん，その市町村の先生方が一つとなって，授業のねらいを達成するため，子

供たちに身に付けさせたい力を確実なものとするため，どのような活動がよいのか授業の

直前までよりよい実践を求め，検討を重ねて来られました。当日は素晴らしい発表，そし

て熱心な研究協議が行われました。このことは，参加者が音楽の指導に丁寧に向き合う機

会となり，各ブロック全体における音楽科の指導力向上につながる大きな成果になったと

考えます。

さて，昨年の平成28年12月21日に中央教育審議会において次期学習指導要領に向けた答

申が出されました。現行の学習指導要領の理念である「生きる力」を継承しつつ，次期学

習指導要領では，「何ができるようになるか」という視点での教育課程の改善や指導の充

実が求められています。また，今回の改訂のキーワードの一つである「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向けて授業改善の取組を進めていくことが述べられています。

この次期学習指導要領の実施に向けて，現行の学習指導要領のポイントを再確認すると

ともに，国の動向を見据え，現在取り組んでいることを着実に実行しながら，その取組の

質を高める努力をしていくことが音楽科の指導における県全体のレベルアップにつながる

と考えています。

最後に，県音楽教育研究部のますますの御発展と部員の先生方のさらなる御活躍をお祈

り申し上げます。

今年度の成果と課題

研究推進委員長 櫻井 登代子

「共に感じ 共に楽しみながら 心むすぶ音楽を求めて」の研究主題のもと，各ブロッ

クにおいて研究会が開催され，無事終了いたしました。ご協力ありがとうございました。

どの研究会におかれましても，様々な取り組みがなされ，新テーマに向かって一歩踏み出

した研究がなされたことを実感いたしました。

６月２８日の，研究推進委員会では，茨城県教育研修センター教科教育課指導主事の石

川真裕美先生の講話をいただきました。また，研究推進委員によるグループ協議が行われ，

「音楽のよさや美しさを感じ取り，思いや意図をもって表現したり味わって聴いたりする

には」をテーマとし，ブレインライティングやカテゴリーによる分類等の手法によって話

し合いを行い，充実した研修をすることができました。

その研修を受けて，各ブロックの提案授業では，各郡市の研究推進委員を中心に，県音

研のテーマを解釈しながらも次期学習指導要領が求めている授業改善に取り組み，すばら

しい発表がおこなわれました。

今後も，平成３４年度の関音研茨城大会に向けて，ブロック間の情報交換を密にしなが

ら，各ブロックで県音研の研究テーマに基づいた研究を推進できるよう努めていきたいと

思います。



歌唱専門部の成果と課題

歌唱専門部長 阿須間 京子

１ 本年度の活動

○ 歌唱指導法研修会

・期 日 平成２８年６月３０日（木）

・会 場 小美玉市四季文化会館 みの～れ 森のホール

・講 師 坂本かおる 先生

・参加者 ９２名

２ 成果と課題

昨年度に引き続き，講師に坂本かおる先生をお招きし，毎日の授業にすぐに生かせる

歌唱指導法について研修した。参加者からは「難しい理論などが無く，わかりやすく楽

しい内容であり，声のつくり方や歌い方の具体的な方法を学ぶことができた」との感想

が多数あった。講師の先生のパワフルで人を惹きつける実践的なご指導に，参加者は終

始笑顔で指導法について学ぶことができた。また，「実際に音楽の授業で研修した内容

を実践したところ，一回で見違えるほど歌声に変化があった」などの報告もあり，大変

有意義な研修となった。

一方，開催場所を確保する関係上，開催時期が第１学期末となってしまった。中学校

の総合体育大会と重なる地区もあるため，今後は，できるだけ多くの方が参加できる開

催時期について検討したい。

器楽専門部の成果と課題

器楽専門部長 冨永 ひろみ

１ 本年度の活動

(1) 器楽指導法並びに小学校管楽器教育指導者研修会（受講生：約１００名）

・ 期 日 平成２８年８月１７日（水）

・ 会 場 茨城大学教育学部附属小学校

・ 内 容 リコーダー 和楽器 器楽合奏 コンピューターミュージック

金管楽器 打楽器

(2) リコーダーコンテストフェスティバル

・ 期 日 平成２９年２月１０日（金）

・ 会 場 市民ホールとよさと（つくば市）

・ 参加校 中学校重奏の部 ６校８グループ 中学校合奏の部 １校１グループ

小学校重奏の部 ２校２グループ 小学校合奏の部 ７校８グループ

２ 成果と課題

器楽指導法研修会では，講師の先生方の熱心な指導で充実した研修が行われた。また，

授業に即役立つ内容で，指導法の幅を広げることができた。リコーダーコンテストフェ

スティバルでは，担当の先生方の支援を受けて，児童生徒の発表の機会の充実を図るこ

とができた。







































































































































第58回関東音楽教育研究会埼玉大会報告

常任幹事 栗本真樹子

伝わる音楽
～音楽共有し，感性を豊かにする学びを通して～

１ 期 日 平成２８年１１月１１日（金）

２ 会 場

＜小学校４会場＞

所沢市立北小学校 [歌唱][器楽]

所沢市並木小学校 [歌唱][鑑賞]

所沢市生涯学習推進センター [音楽づくり][鑑賞]

所沢市民文化センター ミューズ [音楽づくり]

＜中学校２会場＞

所沢市立中央中学校 [器楽][鑑賞]

所沢市民文化センター ミューズ [歌唱][創作]

３ 大会主題

[視点１]音楽科における思考力・判断力・表現力を育む

[視点２]表現領域と鑑賞領域の関連を図る

[視点３]我が国の伝統的な音楽の指導の充実を図る

４ 大会概要

大会開催に先立ち，前日の１０日（木）１８時からレセプションが開催され，各県

から多くの参加者があった。埼玉県の先生方による「旅立ちの日に」から始まり歌に

あふれる会となった。

当日１２日（金）は，あいにくの雨の中，各会場で授業が行われた。児童生徒たち

は早々とバスで移動してきており，授業の準備に余念がなかった。中学校の創作の授

業では，沖縄音階の特徴を生かして旋律をつくり，工夫して音楽を創作する内容であ

った。反復，変化，対照などの構成や全体のまとまりを意識しながら，試行錯誤を繰

り返す中で，大会主題[視点１]の音楽科における思考力・判断力・表現力を育むこと

をねらいとして授業が展開されていた。分科会は，活発な意見を交わす雰囲気の中で

行われ，大変有意義であった。また，研究してきた過程や成果が充分に伝わってきた。

全体会は，アークホールで行われた。全体指導の信州大学の教授の齋藤忠彦先生の

講話では，民族楽器などを実際に音をだしながらの説明があり，興味深く聞くことが

できた。研究演奏では，少人数の学校や，合同合唱団など，日頃の音楽活動の様子が

うかがえる演奏が披露された。



編 集 後 記

県音楽教育研究部の新テーマ「共に親しみ 共に楽しみながら 心をむすぶ音楽を求め

て」のもとに，各ブロックにおいて素晴らしい実践がなされ，たくさんの成果をあげるこ

とができました。これも，各郡市部長の先生方・研究推進にあたられた先生方のご努力の

賜と深く感謝申し上げます。

今年度１２月に次期学習指導要領実施に向けて，中央教育審議会としての答申が出され

ました。小学校は32年度から，中学は33年度から実施予定となっております。新テーマに

沿って先生方が来年度以降も研究を進めて行くことにより，次期学習指導要領の求めてい

る資質・能力を育成することができると考えております。それに向けて，より一層先生方

一人一人の力を合わせる必要があるかと思われます。

最後に，紀要の作成にあたりましては，関係の先生方からご支援・ご協力をいただきま

したことに心から感謝いたします。

研究推進委員会事務局 尾 花 淳

編 集 茨城県教育研究会音楽教育研究部

代表者 仁 平 良 治
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